


























































○宮城 まり子  教授○
　宮城まり子教授は、2008年に本学部教授に着任され、その後10年間本学のた
めにご尽力いただきました。先生のご専門は臨床心理学で、中でもキャリアカ
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ウンセリング研究の第一人者でいらっしゃいます。
　先生は、臨床心理士として東邦医科大学病院をはじめ病院等で臨床活動に従
事された後、2000年にアメリカ・カリフォルニア州立大学大学院に研究留学を
され、キャリアカウンセリングに本格的に取り組まれるようになりました。日
本では、個人が生涯を通じて「キャリア」に向き合う、ということがまだまだ
浸透していなかったときに、個人のキャリアを支援するキャリアカウンセリン
グをご専門にされました。近年になり、わが国でも雇用を取り巻く環境が変化
する中で、キャリアカウンセリングが政策的にも重要性を増してきており、ま
さに先生のご専門領域が社会の中で求められる時代となったといえます。
　先生は、日本産業カウンセリング学会の会長を務められた後、現在は名誉会
長としてご活躍をされており、まさに、わが国の産業カウンセリングの先駆者
そして第一人者として、この分野をリードしてこられました。本学部のカリ
キュラムにおいて、「キャリアカウンセリング」は中核となる領域であります。
この授業を、先生にご担当いただけたことは、学部学生にとって非常に幸運
だったといえるでしょう。
　本学部の「キャリアデザイン」は、自分のキャリアをデザインするにとどま
らず、他者のキャリアを支援すること、支援できることを重視しており、また
他者支援を通じて自身のキャリア形成を考える契機にするということも期待し
ています。先生が学生に教授していただいたキャリアカウンセリングの基礎知
識やカウンセリングスキル、その前提としてのカウンセリングマインドの体得
は、学生が社会人となって多様な他者と接していく中で、不可欠な能力である
と考えます。
　また、先生には、大学院教育においても、2015年度から16年度までキャリア
デザイン学研究科長を務めていただきました。本研究科は、ほぼ全員が社会人
学生で、企業や学校でキャリア支援に関わる学生が入学しますが、キャリアカ
ウンセリングは、学生の業務内容や関心にかかわらず横断的に有用な専門領域
であることから、多くの学生が宮城先生の授業でキャリア理論やカウンセリン
グの実践を学び、他専攻からも多くの学生が履修しました。全国の講演等で著
名な先生のご専門やお人柄に魅力を感じた社会人の方が、本研究科を希望し入
学されています。社会人学生は、大学院での学びや研究を現場で活かしてくれ
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ていますが、学生の学びを通じて、そのご専門がまさに現場のキャリア支援に
つながっているといえます。
　さらに先生には、2012年度、13年度に本学キャリアセンター長として、学部
学生にとどまらず、本学学生のキャリア支援にもご尽力をいただきました。
キャリアセンターでは、学生の父母の方々に対しても就職活動の現状をお伝え
いただくセミナーを開催されるなど、幅広い視点からキャリアセンターの運営
にご尽力くださいました。
　先生には、キャリアカウンセリングという重要な分野で本学部の教育、研究
を牽引いただきましたことに、心より感謝申し上げます。今後も広い視点から
本学部へのご支援、ご鞭撻をお願い申し上げます。
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